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１ はじめに 

（１）県事研ビジョンを策定した理由・これまでの経過 

  広島県公立小中学校事務職員研究協議会（以下，「県事研」）研究部は，研究大会

分科会提案等において，研究活動の報告・研究内容の提案等をしています。 

平成 13～20 年の間，「学校事務職員のあり方を求めて」を中長期テーマとして，

共同実施を見据えながら「法的整備」「学校経営参画」「研修制度」の３つの柱で研

究し，「情報管理」「危機管理」についても研究を展開して分科会提案をしてきました。

しかし，分科会アンケート結果では，県事研と会員の距離を指摘する声も尐なくなく，

県事研の研究が会員のものになっていないという課題もあがってきていました。  

学校を取り巻く社会情勢がめまぐるしく変化する中で，学校が変わり，学校事務

職員の果たす役割も大きく変わろうとする時代に入りました。学校事務職員がこれ

まで学校教育にどうかかわってきたか自ら職を見直し，学校や社会に「学校事務」

という職の存在を示すとともに，私たちが学校教育の中で果たす役割を明らかにす

る必要がありました。 

平成 22 年，会員一人ひとりが気づき，考え，行動を起こす力となる場を提供する

県事研であるため，また，共有・共通目標を持つために，「広島県事研ビジョン『広

島風おこのみプラン』」（以下，「第１期県事研ビジョン」）を策定しました。「第１期

県事研ビジョン」は，県事研，各地区，共同事務室，そして私たち一人ひとりの学

校事務職員が「学校教育」の中での役割を自覚し，実行することで，学校そして社

会に見える広島型学校事務（私たちのめざす姿）を実現させるものです。 

愛称を「広島風おこのみプラン」とした意味は，素材そのものを活かして重ねて

いく中で，うまみが混ざり合い一つの味を生む「広島風お好み焼き」をイメージし

て，県事研ビジョン実現のための要素一つ一つを大切にし，積み重ねかかわらせな

がら，県内それぞれの地域の要素も盛込み，広島ならではの「学校事務職員像」を

めざすためです。 

平成 22 年の研究大会から毎年，「第１期県事研ビジョン」の構想に基づいた実行

策「具体的行動シート」を活用して「進捗状況アンケート」を行っています。県事

研研究部では，アンケート結果の分析・考察や課題を明らかにし，課題解決に向け

た研究をすすめてきました。 

「第１期県事研ビジョン」にかかわってきた，研究内容・分科会提案内容を振り

返り，今後の県事研の更なる充実をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

年 度 分科会提案内容等 

平成 21 年度 

「県事研ビジョン」策定に向けて 

  ～みんなで考えよう！広島型学校事務職員とは？！～ 

☆私たちの課題を探る会員アンケートを実施 
 ・学校事務職員の役割は何なのか 

 ・県事研の役割はどうあるべきか 

 ・事務職員の組織化（共同実施）によって生み出されるものは何か 

 ・共同実施によって学校に還元できるメリットは何か 

 ・学校事務職員をどうアピールしていくか  

平成 22 年度 

県事研ビジョン「広島風おこのみプラン」の提案 
 ・県事研ビジョンの構想 

 ・基本理念（ミッション）中期目標（ビジョン）実行策 

 ・評価するための具体的行動シート 

 ・構想図 

平成 23 年度 

県事研ビジョン「広島風おこのみプラン」実現のために 

  －「職務標準表」と「研修体系モデル」の作成－ 
 ・地域・経験年数に応じた「職務標準表」の作成 

 ・学校事務職員キャリア形成のための研修計画の作成 

 ・研修チェックシートの作成 

「あなたはやる化？やらない化？」 

 －見える化シートで学校経営の協働を推進しよう－ 
 ・学校事務業務改善シートの作成・提示 

☆進捗状況アンケート分析・考察 

平成 24 年度 

県事研ビジョン『広島風おこのみプラン』実行・周知に向けての

取組 ～具体的実践例をとおして～ 
・「研修マイファイル」の作成 

・「めざす事務職員像」達成のための具体的実践 

・「見える化シート」のツールとしての利用 

☆進捗状況アンケート分析・考察 

平成 25 年度 

県事研ビジョン『広島風おこのみプラン』実行・周知に向けての

取組 ～業務改善シートを活用して～ 

☆4 つのグループに分け，より専門的な取組を進める 
 ①県事研ビジョン進捗状況確認グループ 

 ②業務改善シート研究グループ 

 ③研究だより作成・ＨＰ管理グループ 

④事務職員キャリア形成のための研修グループ 

☆活用できる素材の提供 
 ・「あたまっぷ・はなまっぷ」 

 ・めざす事務職員像に向けての身近な実践事例 

 ・研修マイファイル「研修報告兼受講整理表」の追加 

☆進捗状況アンケート分析・考察 

平成 26 年度 

県事研ビジョン『広島風おこのみプラン』実行・周知に向けての

取組 ～もっと身近な県事研ビジョン「つたえよう，ひろげよう，

ふりかえろう」～ 
 ・県事研ビジョンとは（ふりかえろう） 

 ・学校経営にかかわる学校事務職員とは（つなげよう） 

 ・「個」から「組織」へ（ひろげよう） 

 ・世代交代（つたえよう） 

☆進捗状況アンケート分析・考察 



「第１期県事研ビジョン」は，「進捗状況アンケート」等で成果と課題を確認して，

５年をめどに改訂するよう策定しています。平成 26 年度の県事研研究部の研究は，

この５年間の成果と課題を整理し，「第 1期県事研ビジョン」の構想を継承しながら，

変化のある部分について改訂していきました。 

   

（２）「第１期県事研ビジョン」の概要 

「第１期県事研ビジョン」の内容は，複数の資料等で構成されています。 

次のものを提案し，県事研ＨＰ「研究部コーナー」に蓄積・掲載しています。 

①県事研ビジョン本文 ＊県事研ビジョン策定の目的・意義が文書化されて

います。 

②県事研ビジョンの構想図 ＊県事研ビジョンの目的・意義が図式化されていま

す。 

③具体的行動シート 
【組織（研究会）・会員（個人）】 

『進捗状況アンケート』 

●研修 

●職務内容 

●情報収集と発信 

＊ 県 事 研 ビ ジ ョ ン 実

現 の た め の 具 体 的

行 動 を 示 し て い ま

す。 

④学校事務職員職務標準 ● 学 校 事 務 職 員 職 務 標 準 表

（案） 

● 学 校 事 務 職 員 職 務 標 準 明

細表（案） 

＊ 仕 事 と し て ， 学 校

事 務 職 員 が 取 り 組

む こ と を 示 し て い

ます。 

⑤学校事務職員キャリア形成 
『研修マイファイル』 

●研修計画 

●行動指標 

●研修履歴チェックシート 

●研修受講整理表 

（研修報告兼受講整理表） 

＊ 学 校 経 営 ス タ ッ フ

と し て の 役 割 を 果

た す た め に 必 要 な

力 量 と 研 修 に つ い

て示しています。 

⑥めざす事務職員像に向けて

の身近な実践事例 

＊日常の業務の中で取り組んだ事例と県事研ビジョ

ンのつながりを示しています。 

⑦学校事務業務システム改善

シート 

『見える化シート』 

＊教職員をつなぐ，「協働」の手だてを示しています。 

 

（３）「第１期県事研ビジョン」の成果 

平成 22 年度から様々な取組をしたことにより，年々ビジョン実現のための個々の

取組が増え，意欲も高まってきている傾向が確認できました。 

①「第１期県事研ビジョン」実現のための実行策「具体的行動シート」を基に，「進

捗状況アンケート」を毎年研究大会で実施し，考察・検証し，取組が進んでい

ない項目を，研修部と連携を取りながら研修会等を実施したことで，項目によ

っては数値が上がってきたこと 

②「めざす事務職員像に向けての身近な実践事例」等を，研究大会や県事研ＨＰ

で紹介し，自分のやっていることが「学校経営に参画する事務職員」であると

感じられたこと 

③「見える化シート」を提示したことで，各市町や共同事務室等でアレンジして

活用できるものになり，他の教職員と協働する意識を高めることができたこと 

 

 



④「あたまっぷ・はなまっぷ」を使って，分科会提案や事務研修会での実践研修

をすることで活用方法を知ってもらい，課題解決意識を高めることができたこ

と 

 

（４）「第１期県事研ビジョン」の課題 

これまで５年にわたり，「学校経営スタッフとしての役割」が日頃行っている仕

事・業務とつながっていることをお伝えしてきました。しかし，次のようなことが

会員にとって課題となると考えました。 

①「第１期県事研ビジョン」構想図は，会員共通の目標となるように表現しきれ

ていなかったため，具体的な実践が伝わりきれていなかったこと 

②「第１期県事研ビジョン」を身近に感じてもらうための提案をしてきたが，評

価につながらないため，達成感を得られず，その必要性を感じてもらいにくか

ったこと 

③職階に応じた研修計画や行動指標は提示しているものの，有効的な利用につな

がらなかったこと 

 

２ 「第１期」から「第２期」県事研ビジョン改訂の構想 

（１）「県事研ビジョン」の改訂と学校をとりまく環境・社会情勢 

「第１期県事研ビジョン」は，５年をめどに改訂を行うことを想定しています。

わずか５年の経過ですが，時代の流れは早く，日本の社会全体では，これまで持って

いた人生観や価値観が変わり始め，それとともに効率性や利便性を優先してきたシステ

ムによって生み出されてきた一元一律的な考え方から多種多様な価値を認め，その上で

共存していくための仕組み作りや，あり様を創造していくことが求められるようになっ

ています。 

この流れの中で，学校・子どもたちをとりまく環境も変わり，地域コミュニティの

中心としての機能を有する「学校」の価値が見直され，より子どもたちを中心として，

地域全体で子どもを育てていくといった考えに基づき，地域とともにある学校づく

りが推進され，「コミュニティ・スクール制度」の導入も増えています。 

全国公立小中学校事務職員研究協議会（以下，「全事研」）は，平成 20 年８月に学

校事務職員の仕事宣言として掲げた「学校事務のグランドデザイン」を改訂し，平

成 26 年８月，「第２期学校事務のグランドデザイン」（以下，「第２期グランドデザ

イン」）を発表しました。全事研「第２期グランドデザイン」では，「社会の中の学

校の役割と新しい時代の学校・学校事務」と「新しい時代の学校事務職員」につい

て，学校と学校事務職員が取り組む視点が示されています。 

県事研も同様にその視点を取り入れ，県事研ビジョンが会員にとって，より身近

に感じられ，チャレンジして行動を起こすことができ，他の教職員と共に組織とし

て協働（チーム学校）し，広島県教育振興基本計画「広島で学んで良かったと思え

る日本一の教育県の創造」に貢献できる学校事務職員になるように，「第２期広島県

事研ビジョン『広島風おこのみプラン』」（以下，「第２期県事研ビジョン」）を策定

し，提案します。 



（２）社会の中の学校の役割と新しい時代の学校・学校事務 

学校には，社会環境の変化や地域・保護者のニーズの多様化等に対応し，地域の

核として学校が存在していくため，安定した経営力・組織力が必要とされています。

学校組織のマネジメント力の強化を図り，全体として学校力を向上させていくこと，

教員だけでなく専門性をもったさまざまな職種が協働して学校運営にあたる「チー

ム学校」をつくり，学校運営体制の強化を図る必要があります。 

今後の学校の役割を全事研「第２期グランドデザイン」では，次の４つの事項を

中心的課題として捉え，課題解決に対応し得る学校事務を創造すべきと考察してい

ます。これをもとに，県事研においても課題解決に向けた検討・実践に取り組んで

いきます。 

①地域とともにある学校づくり 

地域の様々な知識・資源を取り入れ，児童生徒の教育の場であると同時に，多

様に人が集まり協働し創造する学びの拠点とする。 

②学校の自主性・自律性の確立 

   創意工夫を活かした特色ある教育活動を展開する中で，主体的に取り組み,個

性を生かす教育の充実に努め，責任を果たし，評価・改善をしていく。 

③安全・安心で質の高い教育環境づくり 

   尐子化に伴う余裕教室の活用，校舎の老朽化・耐震化対策に伴う計画的・効率

的な再生整備を推進する。 

④学校力の向上・学校運営体制の強化 

   マネジメント力の強化を図り，全体として学校力を向上させていくことや教員

だけでなく専門性を持った様々な職種が協働して学校運営にあたる。 

 

（３）新しい時代の学校事務職員 

  学校は，子どもたちの教育を行う場です。「子どもの豊かな育ちを支援する」ため

に，学校に勤める唯一の行政職員として，学校事務職員は事務処理を行うだけでな

く，教育に関しても理解が必要です。また，行政に携わる者として，地域行政の動

向を意識し，社会や地域のニーズをくみ取るアンテナを持ち，学校経営に参画し，

具体策を提示することができる資質・力量が必要になると考えました。 

このような社会の中の学校の役割を果たすため，全事研では，新しい時代の学校

事務職員に求められる視点を３つ提案されました。県事研でも同様に捉え，追加す

ることにしました。 

①子どもの豊かな育ちを支援する事務職員 

事務職員研修を充実させ，保護者や地域の多様なニーズに対応する能力を身に

つけるための人材育成に務める。 

  ②地域とともにある学校を創造する事務職員 

    共同事務室を活用した地域連携体制と小中一貫教育校を展望した新しい学校

運営体制の在り方を研究し，提言する。 

   

 



③マネジメント力を有し，学校経営ビジョンを実現する事務職員  

    学校に勤務する教育行政職員としての企画立案，地域学校経営や地域との連携 

を含めた戦略マネジメントを意識した新しい研修体制を構築する。 

 

（４）広島県の学校事務職員の環境の変化 

平成 22 年に策定した「第１期県事研ビジョン」当時と現在を比較すると，平成 20

年度に完全実施した「学校事務の共同実施（広島市を除く）」により，総括事務長・

事務長を中心とした学校事務職員の組織化が進みました。また，政令指定都市の広

島市では，事務センター方式を採用し，行政区のうち３つの行政区で実施しており，

２つの学校事務センターで，月に１度，地区連絡調整会議を開催しています。この

会議では，事務処理をするのではなく，事務センターからの伝達事項や情報交換・

実務研修会・学校経営への関わり等について地区独自での取組をしています。 

私たちは学校内では尐数職種であるものの，学校経営への参画が身近な業務とし

て意識できるようになりました。 

今後５年間で会員の大きな世代交代があります。これまでの成果を次の世代にど

のようにつないでいくか（人材育成），どんな未来を残すのか（継承），今の私たち

に問われています。 

 

３ 「第２期県事研ビジョン」の提案に向けて 

（１）地区代表者会「事務研修会」の実施 

  平成 27 年２月に開催した地区代表者会「事務研修会」で，「身近に感じる県事研

ビジョン」と題して研修部と「熟議」の共同運営をしました。 

  各地区代表者に，「なぜ，『広島県事研ビジョン』を身近に感じられないのだろう？」

と題して，考えられる理由等を地区で集めてもらい「熟議」をしました。その結果，

周知不足や通常業務と県事研ビジョンをつなぐことが難しい等の意見が多く出まし

た。その他に日常的に多忙感があり，県事研ＨＰを見る機会がないとの意見もあり

ました。しかし，自己申告書を作成するときに参考にしている，構想図を事務室等

に掲示している等の意見もあり，尐しずつですが周知・理解が進んでいることも実

感できました。 

 

（２）広島県教育委員会の資料との整合性と研究報告 

  「第２期県事研ビジョン」改訂に向けて，広島県教育委員会（以下「県教委」）に

ご意見をいただきました。 

県教委が示した「教職員に期待される役割と具体的な行動例」【資料⑥】，「人事評

価ハンドブック」【資料⑦】，また中教審答申等も参考にして改訂に取り組みました。

さらに，「進捗状況アンケート」等をとおして会員の状況や思いを把握，分析し，双

方向からの改訂により，会員が段階に応じて求められる学校事務職員像をめざせる

ようにしました。 

「第２期県事研ビジョン」が，「広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の

創造」とつながるように，研究部会の構想（案）を，県教委へ報告をしました。県



教委よりご意見等をいただく中で，学校事務職員への期待が大きいことを実感しま

した。 

 

（３）「第２期県事研ビジョン」のミッション【基本理念】 

「第２期県事研ビジョン」のミッション（基本理念）も，「学校教育目標を達成し

子どもの育ちを支援する」としました。 

学校は,保護者・地域も巻き込み,これまで以上に「学校力」「教師力」「組織力」

の質を高め教育目標を達成することがこれからの使命であり，学校にかかわるすべ

ての者の責任でもあります。私たち学校事務職員も，学校という組織がこれまで以

上に機能するように，得意分野である財務・情報マネジメントを活かしながら，さ

らに広い視野で積極的に学校経営にかかわっていく必要があります。 

 

（４）「第２期県事研ビジョン」のビジョン【行動指針】 

  「第２期県事研ビジョン」のビジョン（行動指針）も，「学校経営スタッフとして

の役割を果たす」としました。「第１期県事研ビジョン」では，ビジョンを「中期目

標」としていましたが，全事研「第２期グランドデザイン」と同様にビジョンを「行

動指針」としました。 

法令遵守に則り，迅速で正確な事務処理をすることを基本にして，＊学校組織マ

ネジメントに参画し，教員とは違った視点で学校経営スタッフとしての役割を果た

す必要があります。そのためには様々な力量と資質が必要です。 

学校事務職員の行動が，子ども達の教育活動や学校教育目標の達成に影響を与え

るということを意識すれば，単なる事務処理としての財務や教材整備に終わること

はないと思います。自らがどのように行動すると，学校の教育目標達成のために貢

献できるのかという経営的な視点に立つことができ，行動することの必要性がわか

ってきます。 

「第１期県事研ビジョン」と同様，「４つのめざす事務職員像」を設定しましたが，

表記を一部変更しました。 

 

  「企画・提案のできる事務職員」⇒「企画・提案する事務職員」 

  「地域連携に貢献できる事務職員」⇒「地域連携に貢献する事務職員」 

  「情報収集・発信のできる事務職員」⇒「情報収集・発信する事務職員」 

  「教育活動と財務をつなぐ事務職員」⇒「教育活動と財務をつなぐ事務職員」 

 

「○○できる事務職員」から「○○する事務職員」に変更した理由は，経験年数

を重ねているから「できる」ではなく，経験年数に関係なく，自ら課題を見つけて

主体的に行動を起こすことができる「する」事務職員になるためです。また,「する

事務職員」の方が自己評価につなぐことができると思います。県事研ＨＰで紹介し

ている会員から提供のあった「学校経営スタッフとしての役割」の実践事例も，日

常の自分と重なる事例があがっていると思います。 

 



＊学校組織マネジメント＝学校内外の能力・資源を開発・活用し，学校に関与す

る人たちのニーズに適応させながら，学校教育目標を

達成していく過程（活動） 

 

（５）「第２期県事研ビジョン」の実行策 

  「第１期県事研ビジョン」同様，学校経営スタッフとしての役割を果たすために，

「実行策」を設けています。チャレンジして行動するために学校事務職員の具体的

取組を示しています。 

「研修」「職務内容」「情報収集と発信」の３点について，研究会（組織）・会員（個

人）の役割ごとに評価・改善することにより，学校教育目標を達成し，子どもの育

ちを支援し，「広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の創造」に貢献できる

学校事務職員へ近づけるように考えました。 

  さらに，研究会（組織）・会員（個人）の行動を「チームワーク」「ネットワーク」

「フットワーク」の３つの観点に整理して，具体化しています。この３つの観点（３

つのワーク）から行動計画を展開することが，「県事研ビジョン」の特徴です。研究

会（組織）・会員（個人），それぞれの行動計画を取組期間・目標も意識しながら，「第

２期具体的行動シート」にまとめています。 

  研究会（組織）の行動では，県事研としての取組の責任を明確にするため，「チー

ムワーク」を常任幹事会・総務部，「ネットワーク」を調査部・広報部，「フットワ

ーク」を研究部・研修部の役割として整理しています。 

  会員（個人）一人ひとりの行動計画は，各地区や共同事務室，市町の研究会，学

校現場での実行策実現に向けた取組へと計画的に進めていただきたいと考えていま

す。 

「チームワーク」⇒経営スタッフ・協働 

   「ネットワーク」⇒広がり・つながり 

   「フットワーク」⇒行動・実行 

 

４ 県事研としてできること 

  私たち学校事務職員は，迅速で正確な事務処理を遂行するため，業務の適正化や

効率化を考えながら仕事をしています。年間を見通してできること，計画的に処理

できること，突発的に対応しなければならないこと等があり，毎日が慌ただしく過

ぎています。 

県事研研究部がこの５年間の研究活動で提案してきたことは，真新しいことをす

るのではなく，子どもたちが生き生きと成長する教育活動を支援する中で，安全か

つ安心して学校生活を送れるように，学校の基盤である学校経営・学校運営を学校

事務職員も担っていると提示しただけです。それにより，信頼を得られ，自信と自

己肯定感を持てる学校事務職員になれると思います。日頃，会員のみなさんがして

いる仕事・業務が「学校経営スタッフとしての役割を果たす」ことと結び付けられ

るように提示することで，学校経営に参画していると認識していただけたのではな

いかと思います。 



しかし，学校・共同事務室・市町によって事情が違うため，一つの実践事例を活

用するためには，アレンジ等が必要です。学校の現状を把握し，学校事務職員だか

らできることは何かと，他の教職員と共に組織として協働すること（チーム学校）

が，学校力の向上につながっていくと考えます。 

学校教育目標を達成し，子どもの育ちを支援するために，１年先・５年先のあな

たは何をしていますか？目標に向かうために，どう取り組み，どのように成長し続

けていますか？ 

これからも県事研研究部は，学校経営スタッフの一員である学校事務職員として，

子どもの育ちを支援すること，また学校経営参画している意識を持てるような研究

に取り組み，県内の「学校経営スタッフとしての役割」の実践事例等を集め，県事

研ＨＰをとおして紹介します。 

   

５ おわりに 

「第２期県事研ビジョン」は「第１期県事研ビジョン」と同様，「学校教育目標を

達成し子どもの育ちを支援する」を学校事務職員としてのミッション（基本理念）

が果たすことができるよう改訂に取り組みました。そして，広島県教育振興基本計

画「広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の創造」に貢献できる広島県の

学校事務職員につながることを考え，改訂しました。 

  県事研研究部は，「県事研ビジョン」を平成 22 年度に提案し，毎年，周知・理解

のため，「伝える」提案ではなく,「伝わる」提案を意識しながら研究しましたが,「第

１期県事研ビジョン」を策定するに至った時の，会員と県事研の距離は未だ解消さ

れていないことを痛感しています。 

  今回の提案では，今までの課題をふまえ，「第２期県事研ビジョン」が会員にとっ

て共通目標となり,より身近に感じられ，行動を起こす力となることを願っています。 

  これからも会員のみなさまから多くの実践事例等をお寄せいただき，県事研・県

事研ビジョンがより身近に感じられ，学校教育に貢献する学校事務職員を念頭に行

動を起こしましょう。そして，組織として他の教職員と共に協働する学校事務職員

になりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 資 料  

①広島県事研ビジョン「広島風おこのみプラン」構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②具体的行動シート（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②具体的行動シート（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②具体的行動シート（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③学校事務職員のキャリア形成（研修計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③学校事務職員のキャリア形成（行動指標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③学校事務職員のキャリア形成（研修履歴チェックシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③学校事務職員のキャリア形成（研修受講整理表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④学校事務職員の職務標準表（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④学校事務職員の職務標準明細表（案）Ｐ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④学校事務職員の職務標準明細表（案）Ｐ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④学校事務職員の職務標準明細表（案）Ｐ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤学校事務業務システム改善シート「見える化シート」モデル案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥教職員に期待される役割と具体的な行動例（事務部長等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥教職員に期待される役割と具体的な行動例（事務職員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦人事評価ハンドブック～教職員のさらなる人材育成をめざして～ 

 【事務長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦人事評価ハンドブック～教職員のさらなる人材育成をめざして～ 

 【事務職員（事務専門員・総括事務主任）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦人事評価ハンドブック～教職員のさらなる人材育成をめざして～ 

 【事務職員（事務主任・主事）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑧全事研「第 2 期 学校事務のグランドデザイン」パンフレット 

 

 

 


